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プラチナホーム一宮なのはな 

自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ホーム独自の理念「和」の他に、 

地域密着性を謳ったグループホーム

理念を掲げ、ホーム内に提示し、 

実践にいかしています。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族会・運営推進会議を開催し意見

を交換し、又敬老会等地域のイベン

トに積極的に参加して地域との交流

を図っています。今年度はコロナ感

染予防対策の為殆ど中止されまし

た。 

・家族会を定期的に開催し利用者の意見

を聞き支援事業に取り入れている。現在

コロナ禍で無理であるが地域開催のイベ

ントに積極的に参加している。 

・コロナ禍により地域イベント等の中止に

よりそれぞれの事業所で苦労している。 
 

 
 

 コロナ禍終息の目途が付かぬまま令

和３年度の運営推進会議は感染予防対

策のため一度も開催できませんでした。 

恒例のイベントにも参加できませんでし

た。終息次第活動を再開したいと思いま

す。 
 

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

構成員である町会議員、社会福祉協

議会、区長、民生委員、役場福祉職

員、地域包括の方々に参加頂き当

施設の現況を報告、課題・問題点の

ご意見を頂き解決に向き合っていま 

す。コロナ禍の為報告書送付 

・コロナ禍の中運営推進会議を開催でき

ないが 2 ヶ月に 1 度定期的に報告書を

頂いている。 

・町、区、現場の一体となった活動の推

進。 

 
 

  
 安心して開催できるまで報告書にて現

況をお伝えいたします。 

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

市町村・地域包括センター担当者の

方々の来所、当施設から訪問し事故

報告・入退所の状況報告・利用者様

の関係情報を取り交わしています。 

 常に現場の状況を知ってもらう為の情

報交換の必要性 
  

 情報取得を関係性は維持、継続に努

めてまいります。 

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束廃止・高齢者虐待防止委

員会を３か月に一回（エリアでは毎

月）開催し拘束や虐待になりそうな事

案がないか、また、その対応を話し

合い、内容を周知徹底している。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

「 身体拘束をしない」は当社レイクス 21

の強調としているところです。 

話し合った結果、危険回避等の為余儀

なく行う場合には然るべき規定事項に乗

っ取り実施いたします。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 委員会活動や研修を通し虐待に当

たる事例を学び、職員の自覚を促し

ています。また、職員、個々のストレ

ス管理についての研修を行っていま

す。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5）  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事業所内の毎月の身体拘束・虐待防

止委員会開催することにより、常に職員 

の頭の中に意識付いています。 
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7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在この制度を利用されている方も

おり、安心して入居生活を送っていら

っしゃいます。職員も研修等で理解

を深めています。 
 

  
 

    

８ 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 契約については十分な説明をし、

ご理解を頂くとともに改定などの際も

ご不明な点についても何度でもお尋

ね頂けるようお伝えしています。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本年度は面会制限などがあり、直

接お話をする機会が少なかったと思

いますが、お電話にて対応しました。

また、重要事項説明書には内外の

相談窓口を明記しています。 

  

A．充分にできている （.1） 

B．ほぼできている   （4） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご利用者様の異変、緊急時には早急

にご報告、ご相談し対応しています。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 隔月のエリア会議にて代表者、エリ

アマネージャー、管理者、職員が 

出席し意見交換や要望などを伝える

機会を作っています。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 目標管理シートによる各職員の目

標を明確にするとともに業務週報に

よる勤務状況の報告、また、処遇改

善加算を給与に反映させています。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 常に(株)レイクス 21 として職員の勤務

体制等の把握し勤怠整備改善に努めて

います。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入社時や毎月の研修を通して介護

力の向上を図るとともに感染症対策

のため、参加できなかった外部研修

に今後は参加していきたい。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 グループホームとして必須の研修項目

は基よりあらゆるテーマで研修を行い介

護知識・技術向上に努めています。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染症対策のため、地域密着事業

者会議、種々の研修会や連絡会は

中止となっているが連絡は蜜にとり、

連携を図っています。 

    
 年２回の地域密着事業者会議、他イベ

ント等に参加し交流を図っています。 

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人様のできることを把握し、お

手伝いをして頂いています。また、職

員のわからないことを教えていただく

ことも多々あります。 
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15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居後も近隣の方が訪ねてこられ

ましたが感染症対策のため、十分な

ご面会や外出が出来ずに残念でし

た。現在はお手紙のやり取りなどの

支援を継続しています。 

・ 面会禁止期間中利用者の現況報告を 

せめて月に 1 回位、写真付きで交付して

欲しい。 

・施設においては面会外出に苦労してい

ると思う。リモートの活用を広げ関係を維

持しては。 

 

 ご利用者様・職員への感染防止対策

に追われる必死の２年間でした。今後も

緩めることなく継続していくと共に 

ご家族様にも寄り添う支援に努めてまい

ります。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環

境、一日の過ごし方の希望や意向の把

握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご入居前のアセスメントにより、得

た情報を元に思いや意見が実現で

きるよう支援するとともに、身体的な

状況や経済面により、実現が難しい

場合は柔軟な対応をしています。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見やア

イディアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族様、ご本人様、より、ご意見

ご希望を伺い、主治医・歯科医・スタ

ッフが連携し介護計画に活かしてい

ます。 

・ 常に情報を提供し合い、本人に適した

ケアをしている。 

・ 近記述のような機会があり、電話連

絡を受け対応頂き有難く思いました 

. 

A．充分にできている 

B．ほぼできている    （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ３ヶ月に１回又は利用者さまのご容態

に異変が見えた際にはカンファレンス・

担当者会議を開催し情報共有をしてい

ます。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づき

や工夫を個別記録に記入し、職員間で情

報を共有しながら実践や介護計画の見

直しに活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 生活の様子、入居者様間の様子、

体調、言動などをケア記録に残し申

し送りをしています。対応に変更が

必要な場合は担当者会議を開催し、

見直しを図ります。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （4） 

C．あまりできていない（1） 

D．ほとんどできていない 

 ケース記録 支援記録等に記載 

１９ 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの多

機能化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個々のご希望に可能な限り 

対応しています。（通院付き添い、代

理受診、行政手続き、買い物代行な

ど）。 

できない事は話し合いでご理解頂い

ています。 

・ ・記述のサービスを実行して頂き感謝

しております。 

・本人・家族に寄り添ったサービスをする

ことにより理解されニーズに合ったサー

ビスの多機能化に進める 

. 
 

  
共同生活の中にも、各ご利用者様の個

別化を図り支援いたします。 

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人が心身の力を発揮しな

がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが

できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域包括、民生委員等の情報を活

かし、町の敬老会やイベントへの参

加、ボランティアを通し当施設の存在

を認識して頂く。地域の活動を理解

し、参加、来苑頂き支援の輪を広げ

ていきます。 

・ 記述の活動を実行して頂けるようお願

いします。 

・施設・地域の互いの情報交換の積極的

な,に努めてほしい 

・運営推進会議の構成員に地元民生委

員、地域包括センターの職員が参加して

おり常に地域の情報を取り入れイベント

等に参加している。 

。 
 

 
 

 今年度はコロナ感染防止対策の強化

に努め、全く参加できませんでした。 

終息の際には徐々に参加を開始してい

く所存です。 
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21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療を

受けられるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

隔週で協力医療機関の往診を受け

ており、急変時は主治医の指示のも

と適切な医療体制が受けられるよう

支援していきます。 

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者様が入院した際、安心して治療で

きるように、また、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうした

場合に備えて病院関係者との関係づくり

を行っている。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

病状が重く急変し入院を余儀なくさ

れた時は協力医療機関の主治医お

指示のもと紹介された病院にご家族

の了解のもと手続きを行っていま

す。主治医・家族・ケアマネが状況を

把握し適切な処置を医療機関に 

依頼している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本年 2 月 1 日より、２４時間体制化の協

力医療機関へ依頼する事によって、安

心して相談できています。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合

いを行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関係

者と共にチームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族様・ご本人様の意思確認を

書面にて行っています。また、２４時

間体制の往診医療機関と提携され

ている方は看取りも視野に入れた支

援も可能となっています。 

  

 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 予め、緊急時のご家族のご意思を伺っ

ています。それにより医師の指導に従い

支援致しています。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の訓

練を定期的に行い、実践力を身に付けて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 月例の研修にて急変時や事故発

生の対応について学んでいます。ま

事故発生の場合は速やかに事故報

告書にてご家族・行政に報告してい

ます。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を

問わず利用者が避難できる方法を全職

員が身につけるとともに、地域との協力

体制を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

町の津波避難訓練に年 1 回参加し、

ホームでは年 2 回避難訓練を実施し

ています。運営推進会議においても

議題としてあげています。本年度は

中止されました。 

 ・訓練に立ち会った事がないが、実行を

お願いします。 

・地震 津波 天候異変による大雨被害 

に対処して訓練の回数を増やす。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （1） 

C．あまりできていない （4） 

D．ほとんどできていない 

 今年度はコロナ禍の為消防署立ち合

い訓練は中止となっていますが、施設内

では規定通り実施いたしました。消防署

には報告書を提出しています。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様を面倒を見なければいけ

ない人と捕らえず、認知症であっても

年長者として敬い、プライバシー保

護、人格の尊重を忘れないよう支援

していきます。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本社や施設内研修で接遇マナー、コン

プライアンス等職員への徹底を図ってい

ます。利用者様への呼びかけは「○○さ

ん」に統一しプライバシー人格尊重第一

に考えています。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

認知症の為、利用者様の希望は掴

みづらいが、日々の生活の中から推

測して支援しています。共同生活を

していく上で声かけ・傾聴・受容し人

格の尊重に努めています。 
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28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

配膳下膳のできる方は手伝って頂い

ています。個々の食事の形態が異な

るので個別に食事を提供させて頂い

ています。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 業者の配送による食材を職員が交代

で調理して、各々の持ち味が楽しめま

す。季節行事や誕生日会には取り寄せ

弁当・菓子等が喜ばれています。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事チェック表にて個人の水分・食

事量のチェックを行い、お茶の時間

はお好みの物、甘さを調整し過不足

なく摂取できるよう支援しています。 

      

３０ 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食後の口腔ケアは職員が声掛け

や一部介助にて行い、夜間は職員

管理にて義歯の洗浄・消毒を行って

います。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食後の口腔ケア実施は必須として

います。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排泄チェック表にて排泄の状況を

把握し、声掛けや介助にてトイレ誘

導をしています。また、野菜摂取の

声掛けや水分を十分にとることで、

便秘予防をしています。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご利用者様一人ひとりの排泄パターン

をチェック表で把握しています。可能な

方には無理のないよう、自立に向けトイ

レ誘導しています。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 普通浴と機械浴があり、障害の程

度、又ご本人の意向に合わせ楽しく

安全に入浴して頂けるよう配慮して

います。 
 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご利用者様個々の生活ペースに合

わせて就寝して頂き、日中はホール

のソファを利用して常時休養したり、

寛いで頂いています。生活リズムを

整えるようお願い致します。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

服薬については職員が必ず介助・確

認しています。お薬手帳・服薬情報

などを個人記録とともに保管し閲覧

できるようにしています。服薬変更や

臨時処方があったときはケア記録・

申し送りノートにて共有しています。 

  

A．充分にできている  （5） 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 服薬時は二人で W チェックを必須とし

ています。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

掃除・洗濯物整理・布団干し等を役

割分担して行って頂く。塗り絵、音楽

鑑賞、花見等季節の行事をお楽しみ

 日常的な時間の使い方によってリズム

に合った生活が送れると思う 
 

  

 今年度はコロナ禍の為外出イベント、

及び施設内でも活動的イベントは殆どで

きませんでしたが、ご利用者様の居間・

ホールでの談笑は盛んに見られました。 
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頂く。個々の残存機能に合わせ支援

しています。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本年度は感染症対策のため、外出

はできませんでしたが、ホーム周り

の散策、園庭での外気浴などを支援

しました。 

健康状態を見ながらの支援になると思い

ますが、個人に合った外出行動を行えれ

ばいいと思う。 

・コロナ禍の終息の際は再度外出支援

の実行をお願いします。 

  
 コロナ禍終息が見えてきた際は、徐々

に活動を開始していきます。 

３７ 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 現金の所持についてはご本人には

管理できない事を入居時にご説明

し、多くのご入居様はホームにて立

て替え購入を行っています。 

     

３８ 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご面会に制限のある現在、お電話

やお手紙での繋がりは大切なことで

すので、ご家族様にはいつでもお電

話可能と、お伝えしています。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

共用空間であるリビング、ホールは

適切な遮光に心掛け、花を置いたり

壁面を利用して季節を感じる飾りつ

けを行っています。自宅で過ごす雰

囲気を工夫しています。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホールでは自由に寛いで頂けるよう配

慮しています。皆様マイペースに過ごさ

れています。 

Ⅳ．本人暮の状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮らし 

本人は、自分の思い、願い、日々の暮ら

し方の意向に沿った暮らしができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様の思いや願いは日々のコ

ミュニケーションからくみ取ることが

出来ます。そこから得た思いを達成

できるよう支援しています。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮ら

しの習慣、特徴など様々な情報をもとに、

ケア・支援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご入居時のアセスメントをもとにご

本人様ご家族様より情報を得て、毎

日のケアに役立てています。ちょっと

したこだわりや習慣を継続できよう支

援しています。 
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42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全面・

環境面について、日々の状況をもとに、

ケア・支援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日のバイタルチェックによる健康

観察、往診医療や外部受診による、

服薬治療の継続、ホーム内の環境

整備により、安全な生活が送れるよ

う支援しています。緊急時は 24 時間

対応の往診を受けることができま

す。 

  

A．充分にできている  （4） 

B．ほぼできている  （1） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 連携医療機関に依頼し月に２回の定

期往診、及び２４時間対応の医療体制 

が図られています。 
 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの暮

らしの習慣にあった生活ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホーム内においておおよその時間

割は存在しますがそれぞれの体調

や習慣に合わせ柔軟な対応をしてい

ます。また、ベッドかお布団かなどの

お好みも取り入れています。 

      
 

44 

本人は、自分のなじみのものや、大切に

しているものを、身近（自室等）に持つこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 居室内の物品は基本的にご自宅で

使用されていたものをお持ち頂き、

変わらない生活ができるよう支援し

ています。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  （5） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 各居室には入所時ご持参された物

又、ご家族から送られた飾り物等が置

かれています。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、戸

外に出かけることや、催（祭）事に参加す

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 現在、感染症対策のため、外部イ

ベントなどへの外出は控えており、ホ

ーム内での催事参加のみとなってい

ます。 

      

46 

本人が持つ力の活

用 

本人は、自分ができること・できないこと、

わかること・わからないことを踏まえた、

役割や、楽しみごとを行うことができてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様の現状を踏まえ、毎日の

掃除、食事の準備、後片付け、洗濯

レクリエーション、行事での役割など

楽しみながら参加して頂いています 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会話の

ひと時や、活動場面を日々の暮らしの中

で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 仲の良い、入居者様・職員とリビン

グ・ホールにて、談笑、レクリエーショ

ン、音楽鑑賞等を楽しまれコミュニケ

ーションを図っています。。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  （4） 

C．あまりできていない （1） 

D．ほとんどできていない 

 殆ど他利用者様とご一緒にホール・リ

ビングで過ごされたり居室で休養された

りとマイペースに過ごされています。 

48 
本人は、自分なりに近隣や地域の人々と

関わり、交流することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染症対策のため、近隣や地域の

方々と触れ合うことのできない状況

です。近所の園芸好きの方のお庭鑑

賞させて頂き、両者で喜ばれていま

す。 

 今後も本人のニーズに合った地域活動

の参加、趣味等を通じて交流の輪を広げ

てほしい。 

・コロナ禍で外出できない状況で施設内

の中庭に園芸場を造ってはどうか。 

  
 コロナ禍の為、現在は緊急時のご家

族以外はご遠慮頂いています。 
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49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員や地

域の人々と親しみ、安心の日々、よりよ

い日々をおくることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今年度はコロナ禍、且つ感染予防の

為制約も多く、不安と不自由を感じな

がら過ごされました。職員も懸命に

感染防止に取り組み、一人の感染者

を出す事無く支援させて頂きました。 

早い終息を望みます。 

 グループホームの職員、関係者に対し

入居者により信頼、安心感が出来ている 

・記述内容について本当にご苦労様で

す。今後とも感染予防に配慮し、パンデミ

ックが発生しないよう万全の注意をお願

いしたい。 
 

A．充分にできている （1） 

B．ほぼできている  （4） 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一日も早くコロナ禍の終息を願い、イ

ベント等の活動が再開でき、ご利用者様

には家庭的な雰囲気の中で穏やかに過

ごして頂きたいと思います。 

 


